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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかごまれ自然と歴史には4 16 ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇

りをもち､明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます。
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒270-11義孫子市我孫子185830471(85)1111
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協
議
静
葬
行
わ
れ
る

故
人
の
冥
福
を
祈
り
約
７
０
０
名
が
参
列
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シ
故
加
瀬
氏
の
遺
影
を
前
に

弔
辞
を
さ
さ
げ
る
福
嶋
市
長

▲
最
後
の
お
別
れ
に
市
内
外

か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
集

平
成
７
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
３
月
７
日
か
ら
塑
日

ま
で
開
催
さ
れ
、
新
年
度
予
算
な
ど
”
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
定
例
会
に
上
程
さ
れ
だ
議

案
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
す

べ
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

篭
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３
月
”
日
（
月
）
、
市
民
会
館
に

お
い
て
、
去
る
２
月
詔
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
名
誉
市
民
・
故
加
瀬

完
氏
の
市
葬
が
し
め
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
原
文
兵
衛
参
議
院
議

長
、
赤
桐
操
参
議
院
副
議
長
、
沼

田
武
千
葉
県
知
事
を
は
じ
め
、
国
．

県
・
市
議
会
議
員
、
県
・
市
町
村

関
係
者
、
教
峨
員
時
代
の
教
え
子
、

市
民
な
ど
約
７
０
０
名
が
参
列

し
、
故
人
の
面
影
を
偲
び
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
原
文
兵
術
参
議
院

１
１
１
１
１

成田線複線化に向け基金条例を制定

議
長
が
、
民
主
政
治
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
に
対
し
参
議

院
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
弔
詞

を
さ
さ
げ
、
ま
た
、
葬
儀
委
員

長
福
嶋
浩
彦
市
長
が
、
故
加
瀬

氏
の
教
育
者
・
政
治
家
と
し
て

の
偉
業
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

「
加
瀬
先
生
の
業
績
を
掘
な
う

こ
と
な
く
、
市
民
と
と
も
に
歩

む
市
政
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
」

と
霊
前
に
誓
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
壇
上
及
び
会
場
内

各
所
に
設
け
ら
れ
た
献
花
台
に
、

参
列
者
全
員
が
白
い
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
さ
さ
げ
、
故
人
の
冥

福
を
祈
り
ま
し
た
。

な
お
、
故
人
の
遺
骨
は
、
ご
遺

族
の
手
に
よ
り
、
郷
里
の
旭
市

に
埋
葬
さ
れ
る
予
定
で
す
。

圏
市
成
田
線
複
線
化
整
備
基
金
条

例
の
制
定

成
田
線
の
複
線
化
に
伴
う
地
元

負
担
金
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

基
金
を
設
種
す
る
も
の

囹
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
壷
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

情
報
公
開
審
査
会
委
員
及
び
国

民
年
金
推
進
員
の
報
酬
の
額
を
定

め
る
た
め

囹
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
閏

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

国
及
び
近
隣
市
の
状
況
を
勘
案

し
、
新
た
に
管
理
職
員
特
別
勤
務

手
当
を
支
給
す
る
た
め

圏
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
地
方
公
務
員
法
の
一
部
が
改
正

P

0

ﾛ■■■ さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
文

の
整
備
を
行
う
た
め

圏
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

執
行
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

部
の
名
称
並
び
に
部
及
び
室
の
事

務
分
掌
を
変
更
す
る
も
の

園
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ｉ
の
設
置
及

び
派
遣
手
数
料
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

国
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
謎
用
負
担
基
準
の
改
正
に
伴

い
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
手

数
料
基
準
の
利
用
者
手
数
料
の
額

を
改
定
す
る
た
め

画
市
児
童
育
成
手
当
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

児
童
扶
菱
手
当
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
児
童
育
成
手
当
の
支
給

対
象
と
な
る
児
童
の
範
囲
を
変
更

す
る
た
め

囮
市
道
路
線
の
廃
止

認
定
錯
誤
の
市
道
路
線
を
廃
止

す
る
た
め

圏
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

近
隣
事
業
体
の
状
況
及
び
一
般

職
の
職
員
と
の
均
衡
を
勘
案
し
、

新
た
に
管
理
城
員
特
別
勤
務
手
当

を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
部
分
体
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予
算
（
第
３
号
）

圏
平
成
６
年
度
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）画

平
成
６
年
度
市
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
） 業

及
び
育
児
休
業
に
関
す
る
規
定

を
定
め
、
あ
わ
せ
て
条
文
の
整
備

を
行
う
た
め

国
鳥
の
博
物
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

非
常
勤
の
特
別
轍
峨
員
で
あ
る

館
長
を
廃
止
し
、
一
般
職
の
職
員

で
あ
る
館
長
を
配
髄
す
る
こ
と
に

伴
い
、
新
た
に
鳥
の
博
物
館
名
誉

館
長
の
職
を
設
け
る
と
と
も
に
、

同
名
誉
館
長
を
非
常
勤
の
特
別
職

峨
員
と
す
る
た
め

圏
平
成
６
年
度
市
一
般
会
計
補
正

．

議
長
に
掛
川
正
治
氏
（
開
歳
）
、
副
議
長

に
増
田
文
俊
氏
（
別
歳
）
を
選
出

’
湖誰笥憩銅三給鴦葹設ぞ整備掛川正治氏

囮
平
成
６
年
度
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

圏
平
成
６
年
度
市
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

圏
平
成
６
年
度
市
公
共
用
地
取
得

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）画

平
成
７
年
度
市
一
般
会
計
予
算

圏
平
成
７
年
度
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

圏
平
成
７
年
度
市
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
予
算

圏
平
成
７
年
度
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

圏
平
成
７
年
度
市
手
黄
沼
浄
化
事

業
特
別
会
計
予
算

画
平
成
７
年
度
市
老
人
保
健
特
別

会
計
予
算

画
平
成
７
年
度
市
公
共
用
地
取
得

事
業
特
別
会
計
予
算

空
席
と
な
っ
て
い
た
助
役
に
、

し
げ
お

松
本
成
男
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

松
本
氏
は
東
京
大
学
工
学
部

卒
。
昭
和
弱
年
、
建
設
省
計
画

局
都
市
建
設
課
に
勤
務
。
同
如

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

助
役
に
松
本
成
男
氏

サ

’
増田文俊氏 松本成男氏

平
成
７
年
第
１
回
市
繊
会
定

例
会
に
お
い
て
、
正
副
議
長
選

挙
が
行
わ
れ
、
新
議
長
に
掛
川

正
治
氏
（
認
歳
）
、
副
議
長
に

埴
函
文
俊
氏
（
弘
歳
）
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

画
平
成
７
年
度
市
水
道
事
業
会
計

予
算

園
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
及
び
地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
阪
神
・
淡
路
大

謹
災
の
被
災
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
個
人
市
民
税
の
特
例
措

置
を
定
め
る
も
の

圏
助
役
の
選
任
（
別
掲
）

画
監
査
委
員
の
選
任

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
監

査
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、

窪
さ
み
つ

新
た
に
小
林
正
伐
氏
を
選
任
す
る

も
の小

林
正
代
氏
、
昭
和
５
年
、
月

ｎ
日
生
ま
れ
住
所
は
湖
北
台
７

の
４
の
８
の
５
０
１

年
か
ら
は
東
京
都
交
通
局
計
画

課
長
、
同
“
年
、
首
都
高
速
道

路
調
査
課
長
を
経
て
、
同
娼
年

茨
城
県
土
木
部
都
市
計
画
課
長
、

同
師
年
、
宮
崎
県
土
木
部
長
、

同
帥
年
に
は
（
社
）
日
本
モ
ノ
レ

Ｉ
ル
協
会
専
務
理
事
な
ど
、
国
、

県
の
要
職
を
歴
任
。
都
市
の
土

木
部
門
に
精
通
し
、
ま
ち
づ
く

り
な
ど
の
経
験
も
豊
富
。
昭
和

３
年
６
月
犯
日
生
ま
れ
。
住
所

は
湖
北
台
２
の
、
の
５
。
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平
成
７
年
度計画〃計上事業を積極的に推進4

園

ｰ

■ 一般会計■

2ﾌ5億らSO○万円

■

平
成
７
年
度
当
初
予
算
は
、
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
予
算
の
概
要
は
一

般
会
計
が
２
７
５
億
５
３
０
０
万
円
（
対
前
年
度
比
７
．
６
割
増
）
と
、
国
・
県
の
予
算
の
伸
び

を
上
回
る
積
極
型
で
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
６
つ
の
特
別
会
計
の
合

計
が
１
３
２
億
５
９
８
１
万
５
０
０
０
円
（
同
３
．
８
誹
増
）
、
水
道
事
業
会
計
が
調
億
５
６
４
３

万
６
０
０
０
円
（
同
お
・
７
割
減
）
と
な
り
、
以
上
を
合
計
し
た
市
の
予
算
総
額
は
、
４
４
７
億
６

９
２
５
万
１
０
０
０
円
（
同
２
．
４
笥
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
７
年
度
は
第
５
期
実
施
計
画
の

初
年
度
に
あ
た
り
、
予
算
編
成
は
実
施
計
画
の
計
上
事
業
を
中
心
に
、
経
常
的
経
費
は
極
力
節
減
し

て
、
効
果
的
な
財
源
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
Ⅱ
問
い
合
わ
せ
財
政
課
Ⅱ

一F

勺伺』
一F

｜

’ｒ

■

■

Ⅱ

Ｌ

Ｌ

鮮閉．
市 税
180億7543万円
(-1.3％）

43万円
6）

土木

’
／ 市
24{W9370
(＋308.4

／ 市 横
24{W9370万円
(＋308.4％)－墓琴竺

49億5435万円
(+9.3%)

＋3()8．4

目
的
別
に
み
た
一
般
会
計
の
歳

出
内
訳
は
、
総
務
費
が
全
歳
出
の

、
・
３
計
を
占
め
、
前
年
度
ト
ッ

プ
の
土
木
識
を
抜
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
総
務
識
が
（
仮
称
）

湖
北
台
地
区
近
隣
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
や
我
孫
子
市
民
プ
ラ
ザ
管
理

運
営
事
業
な
ど
の
経
費
が
増
え
た

の
に
対
し
、
土
木
蜜
が
道
路
や
区

画
整
理
事
業
費
の
一
部
事
業
が
完

了
し
た
た
め
に
減
っ
た
も
の
で
す
。

次
に
衛
生
費
の
大
幅
な
伸
び

は
、
ご
み
焼
却
炉
改
造
整
備
事
業

）(＋121’国庫支出金
15億6513万円

衛生費-
35"L994万円
(＋26.5％)一

カッコ内は対前年度比

(－4．1％＋26．5

般(＋21.3％）
5.7％）（

今
云

毒 杼
ｌ
備
甜

ｌそ
の
他

＋8.3％）

脅,鰯拳／尋
尋尋

計極
付
説

極
付
説霊霊

零‘
糠
零
鯉
幟

零
鯉
幟

難

’

-2{g1000万円(+400%)

7億2414万円(－260%)

な
ど
の
投
資
的
経
識
の
増
加
に
よ

る
も
の
。
農
林
水
産
業
識
の
減
額

は
、
平
成
６
年
度
に
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
た
高
野
山
市
民
隆
園
整

備
率
業
が
完
了
し
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
福
祉
推
進
６

か
年
計
画
の
２
年
目
に
あ
た
り
、

計
画
に
沿
っ
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
増
員
や
訪
問
指
導
・
総
合
相
談

窓
口
事
業
の
経
致
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
政
策
的
経
費
を
中
心
に
主

な
予
算
の
使
い
み
ち
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●

歳
出

13"6091万円ヨ

」（＋6.7％）

W221万円(+1.3%)

3億6405万円(-14.3％)－

21g9302万円(+0,7%)

-10.7％

〆~、住
民
票
。
印
鑑
登
録
証
明

書
の
自
動
発
行
機
を
導
入

企
画
調
整
事
務
、
財
務
・
財
産

管
理
事
務
、
戸
籍
、
課
税
、
収
税
、

選
挙
等
主
に
市
の
管
理
的
業
務
を

行
う
経
識
な
ど
に
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
（
仮
称
）
湖
北
台
地
区
近
隣
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
１
億
７
５
６

４
万
円
（
平
成
７
．
８
年
度
の
継

続
事
業
）

＊
我
孫
子
市
民
プ
ラ
ザ
管
理
運
営

事
業
１
億
４
３
５
０
万
円

＊
自
治
体
証
明
書
自
動
発
行
シ
ス

テ
ム
導
入
事
業
４
２
９
０
万
円

＊
災
害
非
常
用
対
策
事
業
（
避
難

場
所
調
査
費
ほ
か
）
１
２
４
８

万
円

＊
我
孫
子
駅
南
口
西
側
自
転
車
駐

車
場
管
理
運
営
事
業
１
０
０
０

万
円

＊
市
制
施
行
西
周
年
記
念
式
典
事

業
５
３
０
万
円

詞
Ｉ
木
Ｉ
塵

我
孫
子
駅
南
北
都
市

改
造
事
業
の
推
進

都
市
改
造
事
業
公
園
の
整
備
、

排
水
対
策
、
道
路
の
維
持
補
修
な

ど
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

都
市
施
設
整
備
や
環
境
整
備
事
業

を
中
心
と
し
た
投
査
的
経
識
が
支

出
さ
れ
ま
す
。

＊
我
孫
子
駅
南
北
都
市
改
造
事
業

迩
億
６
４
９
４
万
円

＊
北
部
地
区
雨
水
排
水
対
策
事
業

３
億
６
７
２
５
万
円

＊
道
路
維
持
補
修
事
業
２
億
２

８
５
０
万
円

＊
根
戸
船
戸
緑
地
整
備
事
業
１

億
８
６
２
万
円

’
1

1生
活
環
境
●
編
祉
サ
ー
ビ
ス
の
岡
上

総
務
費

R

木

1

皀
＊
新
木
駅
南
側
土
地
区
画
整
理
助

成
金
交
付
事
業
１
億
１
８
０
０

万
円

＊
市
営
住
宅
建
設
事
業
（
市
営

住
宅
北
原
団
地
の
建
て
替
え
）
２

２
２
２
万
円

＊
景
観
形
成
策
定
事
業
１
０
０

０
万
円

＊
ふ
る
さ
と
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
計

画
事
業
（
五
本
松
公
園
・
キ
ャ
ン

プ
場
間
の
架
け
橋
の
設
鍾
、
フ
ラ

ワ
ー
ウ
オ
ー
タ
ー
ラ
イ
ン
の
整
術
）

５
１
７
８
万
円

※
ふ
る
さ
と
手
黄
沼
ふ
れ
あ
い
計

画
事
業
と
は
、
手
震
沼
の
保
全
・

活
用
な
ど
を
推
進
す
る
事
業
で
、

ふ
る
さ
と
創
生
の
１
億
円
で
設
謹

し
た
基
金
を
財
源
に
し
て
い
ま
す
。

／~、

福
祉
総
合

計
画
の
推
進

総
合
的
な
社
会
福
祉
の
充
実
を

図
り
、
必
要
な
援
謹
を
行
う
た
め

に
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
４
億
３
０
０
０
万
円

＊
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
整

備
壷
等
補
助
金
９
０
０
０
万
円

＊
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
人
件
費
。
派

運
事
業
８
９
１
３
万
円

＊
配
食
サ
ー
ビ
ス
委
託
事
業
２

１
１
４
万
円

＊
社
会
福
祉
事
業
基
金
運
用
益
金

活
用
事
業
２
２
０
万
円

＊
手
話
通
訳
者
設
置
事
業
１
２

６
万
円

焼
却
灰
熔
融
炉
リ

サ
イ
ク
ル
の
事
業
化

衛
生
的
で
健
康
な
生
活
環
境
の

詞 民
生
費
）__ノ

／一 維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
の
清
掃

事
業
、
公
害
対
策
事
業
、
水
質
の

浄
化
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
し
た

経
識
が
支
出
さ
れ
ま
す
。

蛍
）
み
焼
却
炉
改
造
整
備
事
業

８
億
３
０
０
９
万
円

＊
古
利
根
沼
水
質
浄
化
対
策
事
業

（
中
峠
排
水
路
浄
化
施
設
建
設
事

業
）
２
億
３
０
５
０
万
円

＊
灰
熔
融
炉
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

１
億
５
６
０
０
万
円

＊
成
人
健
康
診
査
事
業
（
骨
粗
し

よ
う
症
検
診
を
追
加
）
１
億
１

６
６
６
万
円

＊
訪
問
指
導
。
総
合
相
談
窓
口
事

業
４
８
５
万
円

＊
フ
ロ
ン
ガ
ス
回
収
事
業
１
５

０
万
円

湖
北
台
中
学
校
の

給
食
施
設
を
整
備

教
育
委
員
会
を
中
心
と
す
る
予

算
で
小
中
学
校
の
維
持
》
運
営
、

社
会
教
育
、
公
民
館
、
文
化
・
保

教
育

市民の負担状況

I 愚繍
鰡
万
９
７
５
４
円

筐 世滞数42,048世滞
月1日現在）

「司1世帯当たり

「司1人当たり

003人人口 124,003人・世術数42,048世'i

（平成7年4月1日現在）

「司1世帯当大

「－11人当たり

4 3
万万1
42万

｢苫「“
1賓産税都市計画税

健
体
育
事
業
等
に
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
中
学
校
給
食
施
設
設
備
整
備
事

業
２
億
３
０
２
０
万
円

＊
小
中
学
校
給
食
備
品
整
備
事
業

１
６
１
０
万
円

＊
旧
村
川
氏
別
荘
管
理
整
備
事
業

１
５
３
６
万
円

＊
小
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入

事
業
１
４
０
０
万
円

＊
学
校
開
放
事
業
（
余
裕
教
室
の

活
用
）
７
０
０
万
円

＊
手
賀
沼
マ
ラ
ソ
ン
事
業
５
７

７
万
円

地
域
の
消
防
力

の
充
実
を
図
る

防
火
対
策
、
救
急
業
務
、
危
険

物
の
取
り
締
ま
り
な
ど
、
市
民
生

活
の
安
全
を
守
る
経
蛮
が
支
出
さ

れ
ま
す
。

＊
分
団
小
型
ポ
ン
プ
付
き
穣
載
車

蛎
入
事
業
２
４
９
７
万
円

＊
分
団
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
事
業

１
２
６
７
万
円

へ
消
防

４
万
４
」
４
１
円

８
万
１
２
９
８
脚

８
万
１
２
９
８
脚

田
万
１
７
５
円

１
１ 「 ］

1

固定資産税市民税（個人）

|’

（
公
債
費
）

／~、

昨
年
に
比
べ

８
．
３
％
の
増

市
憤
（
市
が
財
源
調
達
の
た
め

に
借
り
入
れ
る
査
金
）
の
元
金
・

利
子
の
支
払
い
な
ど
に
あ
て
る
侭

還
金
で
す
。

＊
型
億
９
６
１
８
万
円

市
民
の
声

を
反
映

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
き
せ

る
た
め
、
市
長
の
提
案
す
る
条
例

や
予
算
、
決
舞
な
ど
を
審
査
す
る

識
会
活
動
の
た
め
の
経
費
が
支
出

さ
れ
ま
す
。

/~~、 ＊
高
規
格
救
急
自
動
車
運
営
事
業

９
０
０
万
円

都
市
型
農
業
の

確
立
を
目
指
す

農
業
・
水
産
業
の
基
盤
整
備
や

近
代
化
な
ど
を
行
う
た
め
の
経
費

が
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
県
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

６
９
８
万
円

＊
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
策
定

事
業
６
０
０
万
円

盾商
工
業
の

振
興
の
た
め
に

商
業
や
工
業
、
観
光
の
振
興
、

消
費
生
活
の
た
め
の
経
蛮
が
支
出

さ
れ
ま
す
。

＊
商
店
街
施
設
建
設
事
業
６
０

０
万
円 農

林
水
産
業
費

公
債

議ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

会工
費’ 目 費

、_ノ、_ノ、

－
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’

対前年度比3.8％増
』

や

財
源
は
国
民
健
康
保
険
税
国

庫
支
出
金
な
ど
で
賄
わ
れ
、
被
保

険
者
の
疾
病
負
傷
、
出
産
、
死

亡
な
ど
の
給
付
事
業
や
老
人
保
健

拠
出
金
に
鎚
億
７
２
０
０
万
円

（
泌
・
１
評
増
）
を
計
上
し
て
い

財
源
は
支
払
基
金
交
付
金
、
国
．

県
支
出
金
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
な
ど
で
老
人
保
健
法
に
基

づ
く
医
療
給
付
費
の
支
払
い
が
主

な
率
業
で
す
。
予
算
額
は
娼
億
４

６
０
０
万
円
（
９
．
９
軒
増
）
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健

国
民
健
康

保
険
事
業

特
別
会
計
は
一
般
会
計
と
は
別
に
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
、
そ
の
歳
出
に
あ
て
る

会
計
を
い
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
６
会
計
総
額
で
墨
前
年

度
比
３
．
８
誹
増
の
１
３
２
億
５
９
８
１
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
（
カ
ッ
コ
内
は
対
前
年
度
比
）

１
１

ま
す
。財

源
は
下
水
道
使
用
料
、
国
庫

支
出
金
、
市
俄
の
ほ
か
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
賄
わ
れ

て
お
り
、
歳
出
で
は
建
設
費
に
”

億
５
５
６
万
円
手
蛮
沼
流
域
下

水
道
事
業
の
建
設
負
担
金
な
ど
に

５
億
３
７
６
０
万
円
、
同
じ
く
維

持
管
理
負
担
金
に
４
億
９
８
６
０

万
円
な
ど
総
額
で
誕
億
１
３
０

０
万
円
す
・
９
軒
増
）
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水

道
事
業

手
賀
沼

浄
化
事
業

財
源
は
県
お
よ
び
手
黄
沼
を
取 ｜

』
一
一
一
｝
一
一
一
一
一
一
『
｛
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
雪
｛
一
一
一
一
一
一
］
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

り
ま
く
４
市
３
町
の
負
担
金
や
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
賄

わ
れ
、
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
の
た

め
の
諸
事
業
に
１
億
８
１
３
１
万

円
（
６
．
１
詩
迩
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

市
の
予
算
の
基
本
と
な
る
一
般

会
計
予
算
の
歳
入
に
つ
い
て
は
、

主
要
財
源
と
な
る
市
税
が
、
１
８

０
億
７
５
４
３
万
円
で
、
全
体
収

入
の
“
・
６
許
を
占
め
て
い
ま
す
。

前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
る
と
、

２
億
３
５
５
７
万
円
Ｔ
・
３
軒
）

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
住
民
税
減
税
の
影
響

で
、
平
成
６
年
度
は
年
度
途
中
で

減
税
分
を
減
額
補
正
し
て
い
ま
す
。

個
人
市
民
税
は
、
平
成
６
年
度

決
算
見
込
み
額
と
比
べ
る
と
伸
び

る
見
込
み
で
固
定
責
産
税
、
都

市
計
画
税
の
伸
び
も
期
待
で
き
ま

す
。
市
債
は
、
住
民
税
減
税
補
て

ん
侭
巧
億
２
４
０
０
万
円
や
ご
み

平
成
６
年
度
に
先
行
取
得
し
た

公
共
用
地
の
職
入
査
金
と
し
て
、

市
憤
を
借
り
入
れ
た
利
子
分
５
５

０
万
函
（
”
・
６
評
減
）
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

財
源
は
主
に
保
留
地
処
分
金
で

賄
わ
れ
、
天
王
台
、
柴
崎
、
中
峠

地
区
の
３
事
業
に
総
額
４
億
４
２

０
０
万
円
（
鉦
・
６
許
減
）
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
大
幅
に
予
算
が

減
っ
て
い
る
の
は
、
中
峠
土
地
区

画
整
理
事
業
費
が
今
年
度
で
完
了

す
る
た
め
で
す
。

土
地
区
画

整
理
事
業

公
共
用
地

取
得
事
業 １

Ｊ

収
入
の
あ
ら
ま
し

一

般
今
云

|，
|，

計
▼特別会計予算 １

８
０
億
７
５
４
３
万
円

個
人
・
法
人
市
民
税
や
固
定
資

産
税
等
市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
納

付
す
る
税
金
の
ほ
か
、
市
た
ば
こ

税
の
間
接
的
な
税
金
も
含
み
ま
す
。

＊
市
民
税
１
０
７
億
２
７
１
０

万
円

＊
固
定
資
産
税
弘
億
８
１
４
３

万
円

＊
軽
自
動
車
税
４
４
８
９
万
円

焼
却
炉
改
造
整
備
事
業
に
伴
う
市

憤
３
億
２
２
０
０
万
円
な
ど
を
借

り
入
れ
る
予
定
で
、
前
年
度
よ
り

大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
が
伸
び
て
い
る
の

は
、
ご
み
焼
却
炉
改
造
整
備
事
業

な
ど
の
大
規
模
な
補
助
事
業
が
予

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
国
勢
調

査
や
国
・
県
選
挙
に
よ
る
委
託
金

が
増
え
た
た
め
で
す
。
地
方
交
付

税
の
伸
び
は
、
平
成
６
年
度
に
見

込
ま
な
か
っ
た
普
通
交
付
税
を
１

億
円
計
上
し
て
い
る
た
め
で
す
。

歳
入
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

市
’

ロ

’
48億4600万円
（＋9.9％）

ぬ

老人保健 歳
入46億7200万円

（＋16.1％）
国民健 康
保険事業

＊

’税’ ｌ
国
庫
支
出
金
８
億
３
９
８
１
万
円

31"1300万円
（＋9.9％）

公共下 水

道事業
”

4億4200万円

〒(-61.6%)
1億8131万円

一(-‘“
550万円

J(-96･6%)
（カッコ内は対前年度比）

閲
億
６
５
１
３
万
円

法
令
に
基
づ
き
市
が
行
う
仕
事

や
事
業
に
つ
い
て
、
国
か
ら
支
出

さ
れ
る
査
金
で
、
公
・
私
立
保
育

園
措
壷
費
、
生
活
保
謹
費
、
老
人

措
誼
費
を
は
じ
め
、
区
画
整
理
事

業
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
や
ご
み

焼
却
炉
改
造
整
備
事
業
な
ど
の
施

設
整
備
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

多
額
の
蛮
用
を
必
要
と
す
る
事

業
な
ど
に
対
し
て
、
市
が
長
期
に

わ
た
っ
て
借
り
入
れ
る
査
金
で
、

将
来
の
収
入
に
よ
っ
て
返
済
し
ま

す
。

今
年
度
は
、
ご
み
焼
却
炉
改
造

整
備
事
業
や
古
利
根
沼
水
質
浄
化

対
策
事
業
な
ど
の
費
用
の
ほ
か
、

住
民
税
減
税
の
補
て
ん
に
使
わ
れ

ま
す
。

＊
市
た
ば
こ
税
３
億
８
３
８
５

万
円

＊
特
別
土
地
保
有
税
８
１
５
５

万
円

＊
都
市
計
画
税
超
億
５
６
６
１

万
円土地区画

整 理事業
別
億
９
３
７
０
万
円

市

手賀沼

浄化事 業

公共用地

取得事業

償
１
１
１
１
ｉ
ｌ
Ⅱ
川
Ⅱ
Ⅲ
０
Ⅱ
Ⅲ
旧
■
旧
■
泪
旧
旧
旧
旧
１
１
‐
Ⅱ
Ⅲ
１
１
１
９
‐
１
０
１
１
１
．
０
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

水
道
事
業
は
、
市
が
企
業
と
し

て
経
営
す
る
事
業
で
市
民
の
皆

さ
ん
に
清
浄
で
安
全
な
水
を
供
給

す
る
こ
と
を
目
的
に
運
営
し
て
い

ま
す
。今

年
度
の
業
務
は
給
水
戸
数
３

万
８
２
０
０
戸
、
年
間
給
水
鐘
１

３
３
２
万
１
千
立
方
メ
ー
ト
ル
秀

１
日
平
均
給
水
量
３
万
６
３
９
６

立
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

水
道
事
業
会
計
は
、
水
道
水
を

職
入
も
し
く
は
製
造
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
に
提
供
し
、
料
金
収
入
等

を
得
る
事
業
活
動
を
行
う
収
益
的

収
支
予
算
と
、
水
道
施
設
の
建
設

や
改
良
工
事
を
行
う
査
本
的
収
支

一
定
の
行
政
目
的
の
た
め
に
県

か
ら
市
に
対
し
て
支
出
さ
れ
る
資

金
で
、
国
庫
支
出
金
と
性
格
が
似

７
億
９
０
０
０
万
円

国
税
と
し
て
納
付
さ
れ
た
税
金

の
一
部
が
市
へ
謹
与
さ
れ
る
査
金

で
消
萱
諏
与
税
、
自
動
車
璽
逓
税
、

地
方
道
路
譲
与
税
が
あ
り
ま
す
。

９
億
５
９
９
７
万
円

財
政
調
整
の
た
め
種
み
立
て
る

基
金
や
ふ
る
さ
と
手
賀
沼
ふ
れ
あ

い
計
画
推
進
の
た
め
な
ど
の
特
定

目
的
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
交
金

で
す
。県

支
出
金

地
方
譲
与
税

繰
入
金

水
道
事
業１

－
鋤
億
５
６
４
４

鋤
億
５
６
４
４
万
円

’予
算
の
２
本
立
て
と
な
っ
て
い
ま

す
。

今
年
度
の
収
益
的
支
出
と
賓
本

的
支
出
を
合
わ
せ
た
総
事
業
蜜
は
、

調
億
５
６
４
４
万
円
（
対
前
年
度

比
お
・
７
詩
減
）
を
計
上
。
こ
の

中
で
建
設
工
事
識
は
６
億
１
６
２

９
万
円
（
対
前
年
度
比
、
箭
減
）

を
計
上
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
内
容
は
、
湖
北
台
浄

水
場
配
水
ポ
ン
プ
施
設
改
良
工
事

や
配
水
管
の
布
設
替
え
工
事
等
耐

震
強
化
を
考
え
た
事
業
を
実
施
し

ま
す
。な

お
、
こ
れ
ら
事
業
の
財
源
と

な
る
査
本
的
収
入
の
約
詔
計
に
あ

た
る
２
億
３
１
０
０
万
円
（
対
前

市
民
会
館
や
近
隣
セ
ン
タ
ー
な

ど
市
の
公
共
施
設
の
使
用
料
、
戸

籍
や
税
関
係
な
ど
の
証
明
手
数
料

な
ど
、
市
の
条
例
や
規
則
に
基
づ

い
て
収
入
さ
れ
る
資
金
で
す
。

２
億
１
０
０
０
万
円

全
国
の
地
方
自
治
体
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
各

４
億
７
３
６
０
万
円

条
例
な
ど
に
基
づ
い
て
市
が
収

入
す
る
資
金
で
保
育
料
、
老
人
ホ

ー
ム
入
所
者
負
担
金
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
。

て
い
ま
す
。

４
億
２
１
２
２
万
円

分
担
金
。
負
担
金

地
方
交
付
税

使
用
料
・
手
数
料

’ L'

年
度
比
記
詩
減
）
は
企
業
償
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

会
｡

７
億
２
４
１
４
万
円

自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
財
産

収
入
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
、

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
に
お
け
る
利
子
課
税
の

一
部
が
、
県
と
の
割
合
に
よ
り
交

付
さ
れ
る
黄
金
で
す
。

し
平
成
７
年
度
水
道
事
業
会
酔
予
算

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
、
節

約
や
合
理
化
な
ど
に
よ
り
生
じ
る

予
定
の
も
の
で
す
。

項目 ｜予算（対前年度比） 自
治
体
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
が

配
分
す
る
交
付
金
で
す
。

そ
の
他

利
子
割
交
付
金

繰
越
金

５
億
円

５
億
円

’

計
■■■■l■■■■■■■■

’
資本的収入｜‘95,675千円(-780%)’

’責本的支出’1,056,841千円(-576％）
’

－
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市
で
は
、
行
政
の
効
率
的
な
運

営
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど

を
図
る
た
め
、
４
月
１
日
付
け
で

組
織
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

福
祉
部
に
市
民
部
健
康
管
理
課

が
統
合
さ
れ
、
福
祉
部
が
保
健
福

祉
部
に
、
生
活
環
境
課
指
導
第
１

係
が
庶
務
係
、
指
導
第
２
係
が
指

法
間
前
新
田
市
民
腱
園
に
続
き
、

市
内
で
２
か
所
目
の
「
高
野
山
ふ

れ
あ
い
市
民
農
園
」
が
完
成
し
、

自
然
と
親
し
み
な
が
ら
野
菜
作
り
を

’市役所各課の配置が

一部変更になりました

’

ド
導
係
、
施
設
第
２
係
が
施
設
第
３

係
都
市
改
造
課
換
地
係
が
管
理

係
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
変
更
き
れ

た
ほ
か
、
生
活
環
境
課
に
施
設
第

２
係
、
健
康
管
理
課
に
在
宅
ケ
ア

係
消
防
本
部
警
防
課
に
救
急
救

助
係
、
厚
生
課
の
市
営
住
宅
業
務

４
月
１
日
（
土
）
、
開
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
に
住
福
嶋
市
長
、
市
織

・
会
議
員
、
地
元
協
力
者
、
エ
事

式
典
に
は
、
福
嶋
市
長
、
市
識

会
議
員
、
地
元
協
力
者
、
エ
事

関
係
者
を
は
じ
め
、
同
園
を
利

用
さ
れ
る
市
民
な
ど
約
２
０
０

名
が
出
席
。

席
上
、
福
嶋
市
長
は
、
「
自

然
と
親
し
め
る
場
所
が
減
少
す

る
な
か
、
今
後
も
全
市
的
に
市

一
》
酸
電
確
華
鐘
唾
一
塁
鉢
言
恒
華

つ
。

園
内
に
は
ド
ウ
ダ
ン
ヅ
ヅ
ジ

一
や
キ
ン
モ
ク
セ
イ
な
ど
四
季
折

炉

壷
辰

’

園
が
開
園

を
施
設
建
設
課
に
移
管
し
て
市
営

住
宅
係
市
民
ホ
ー
ル
に
情
報
公

開
総
合
窓
口
が
そ
れ
ぞ
れ
新
設
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
企
画
財
政
部

広
報
広
聴
課
が
秘
書
室
企
画
財

政
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
が
市
民
部

に
移
り
、
市
民
生
活
課
防
災
係
が

々
の
植
栽
約
２
０
０
０
本
が
植
え

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
鳥
を
形
取
っ

た
モ
ー
豆
メ
ン
ト
や
ベ
ン
チ
も
配

識
さ
れ
、
公
園
的
要
素
を
含
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
同
園
は
障
害
者

に
も
車
椅
子
で
野
菜
作
り
が
で
き

る
よ
う
花
麺
形
式
の
区
画
を
取
り

入
れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

式
典
終
了
後
住
家
族
連
れ
で

記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
さ
っ
そ

く
収
極
期
に
合
わ
せ
手
作
り
の

野
菜
を
作
ろ
う
と
土
を
耕
す
人
も

見
ら
れ
る
な
ど
、
皆
さ
ん
思
い
思

い
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

／、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
課
住
居
表
示
係
が
市
民
課
に
そ

れ
ぞ
れ
統
合
さ
れ
、
企
画
財
政
部

が
本
庁
舎
２
階
に
、
文
書
課
を
除

く
総
務
部
が
西
別
館
に
配
泣
変
更

し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
管
財
課

’

'し

弧

’！

F『

臣3
l

p
ー＝

r=-.1一
『
Ｌ

一
●

４
月
１
日
付
け
で
市
の
人
事
異

動
が
行
わ
れ
、
３
０
７
名
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
課
長
級
以

上
の
異
動
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
前
睡

◎
部
長
級
＊
市
民
部
長
（
企
画

財
政
部
長
）
新
井
洋
＊
秘
書
室
長

（
福
祉
部
長
）
池
田
友
二
＊
経
済

環
境
部
長
（
秘
醤
室
長
）
小
手
辰

夫
＊
保
健
福
祉
部
長
（
市
民
部
長
）

中
村
友
教
＊
企
画
財
政
部
長
（
経

済
環
境
部
長
）
土
田
栄
吉
＊
都
市

◎
サ
イ
コ
ロ
こ
ろ
が
し
貼
付
済

布
佐
ス
タ
ン
プ
台
紙
１
枚
ま
た
は

１
０
０
円
で
１
回
（
い
ろ
い
ろ
な

物
が
当
た
る
よ
〉

◎
布
佐
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

正
午
か
ら
午
後
１
時
を
予
定

〈
献
血
．
Ｉ
ナ
ー
〉

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
記

念
品
を
贈
呈
（
雨
天
で
も
実
施
）

▼
時
間
午
前
、
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
訓
分

圏
問
い
合
わ
せ
布
佐
新
緑
ま
つ

り
実
行
委
員
長
小
山
垂
（
聖
２
１

８
８

４
月
の
人
事
異
動

つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
指
導

や
地
域
福
祉
活
動
の
充
実
を
図
る

た
め
に
市
民
会
館
南
隣
り
に
４
月

３
日
（
月
）
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
主

な
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
方
と

必
要
と
す
る
方
、
施
設
と
の
連
絡

調
整
や
相
談
・
登
録

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
広
報

部
長
．
（
県
都
市
部
計
画
課
主
幹
）

と
も
み

伊
藤
友
身
＊
教
育
総
務
部
長
藪

育
総
務
部
参
事
）
矢
島
弘

◎
部
次
長
級
＊
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
ヨ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長
）

須
藤
昭
二
＊
水
道
局
次
長
（
市
民

部
次
長
）
大
野
木
英
夫
＊
市
民
部

次
長
（
福
祉
部
次
長
）
中
野
て
る

子
＊
保
健
福
祉
部
次
長
（
水
道
局

次
長
）
坂
上
正
之

◎
課
長
級
＊
会
計
課
長
（
文
書

課
長
）
中
野
大
＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
長
（
広
報
広
聴
課
長
）
中
野
洋

＊
商
工
観
光
課
長
（
健
康
管
理
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
開
設

錐

長
）
川
下
舞
塞
＊
鳥
の
博
物
館
館

長
（
厚
生
課
主
幹
）
三
門
輝
＊
水

道
局
給
水
課
長
（
障
害
福
祉
課
長
）

小
熊
孝
一
＊
厚
生
課
長
（
商
工
観

光
課
長
）
大
類
誇
鑪
＊
障
害
福
祉た

い

課
長
（
環
境
保
全
課
長
）
浅
倉
泰

じ司
＊
健
康
管
理
課
長
（
建
築
指
導

課
主
幹
）
遠
藤
恭
平
＊
議
会
事
務

局
次
長
（
都
市
改
造
課
主
幹
）
鈴

木
重
和
＊
秘
書
課
長
（
鳥
の
博
物

館
副
館
長
）
飯
島
守
＊
環
境
保
全

課
長
（
会
計
課
長
）
笈
川
功
＊
広

報
広
聴
課
長
（
議
会
事
務
局
次
長
）

飯
合
節
夫
＊
文
書
課
長
（
水
道
局

給
水
課
長
）
田
中
修
＊
厚
生
課
主

幹
（
道
路
課
長
補
佐
）
石
川
勇
＊

建
築
指
導
課
主
幹
茜
部
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
量
根
本
輝
準

誌
の
発
行
や
情
報
・
査
料
の
提
供
、

調
査
・
研
究

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
菱
成

④
器
材
等
の
貸
し
出
し
（
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
、
図
番
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
な
ど
）

▼
開
設
日
月
曜
か
ら
金
峨
日
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
（
た
だ

し
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
壷
（
妬
）
５
２
３
３

茜
部
福
祉
セ

本
織
婚

市役所各課配誘図

2

A

本
庁
舎

推成

口
“

鞠一
／
／

企
画
課

田
線
延
擬
似
／

進
室

方

市
民
生
活
課

一
／

児
童
保
育
課／階

･エ衷桧杏塞

/灘
／

太字は配置が変わった課

4階

3階

2階

1階

市民会館

市
役
所

Ａ
（
本
庁
）

（平成6年度分）

国民年金保険 料 は

4月28日までに納付を

手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

未
納
の
あ
る
方
に
は
４
月
中

旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
確
認

の
上
、
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
で
納
付
し

て
い
る
方
で
未
納
の
あ
る
方
に

は
納
付
替
を
送
付
し
ま
す
の
で

指
定
金
融
機
関
で
納
付
す
る
か
、

年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
平
成
７
年
度
分
の
国
民
年
金

保
険
料
を
前
納
（
定
額
過
万
７

０
１
０
円
、
付
加
哩
万
１
６
９

０
円
）
で
納
付
さ
れ
る
方
で
口

座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
４

平
成
６
年
度
分
の
国
民
年
金
月
詔
日
（
金
）
に
引
き
落
と
し
ま

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
す
の
で
、
振
替
口
座
預
金
残
高

せ
ん
か
。
４
月
犯
日
（
金
）
を
過
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ぎ
る
と
国
民
年
金
保
険
料
を
市
▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
猛
露
）
１
１
１
１

固定資産税。都市計画税

の第1期納期が変更に

固
定
査
産
税
・
都
市
計
画
税

の
第
１
期
納
期
は
、
評
価
替
え

の
年
以
外
は
４
月
妬
日
か
ら
釦

日
ま
で
で
す
が
、
今
年
は
地
価

の
下
落
に
伴
う
地
方
税
法
の
改

正
が
行
わ
れ
た
た
め
、
納
期
が

５
月
西
日
（
火
）
か
ら
誕
日
（
水
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
税
通
知
書
は
５
月

お
日
（
月
）
に
発
送
い
た
し
ま
す

の
で
、
納
期
内
で
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
課
税
課
壷

（
弱
）
１
１
１
１

平成7年度第
川
回

一部除外
軽微な変更農用区地域の

の申請が一時凍結に

市
で
は
、
平
成
６
年
度
か
ら
７
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

年
度
ま
で
の
２
か
年
で
農
業
振
興
開
発
行
為
や
挫
家
分
家
等
の
艇

地
域
整
備
計
画
策
定
再
編
事
業
を
用
地
区
域
の
一
部
除
外
、
農
業

行
っ
て
い
ま
す
。
用
施
設
用
地
等
の
用
途
区
分
の

こ
の
事
業
は
、
昭
和
甥
年
に
策
変
更
な
ど
の
申
臓
受
付
が
次
の

定
さ
れ
た
艇
業
振
興
地
域
整
備
計
期
間
凍
結
さ
れ
ま
す
。

画
を
へ
艇
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
更
等
の
計
画
が
あ
る
方
健

変
化
に
対
応
さ
せ
る
た
め
に
行
う
５
月
四
日
（
金
）
ま
で
に
艇
政
課

も
の
で
す
。
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

優
良
な
農
地
を
保
全
す
る
た
め
▼
凍
結
予
定
期
間
６
月
１
日

の
鰹
用
地
利
用
計
画
や
近
代
的
な
（
木
）
か
ら
平
成
９
年
３
月
錘
日

農
業
経
営
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
（
月
）
ま
で

に
よ
り
〃
あ
び
こ
型
都
市
農
業
″
▼
問
い
合
わ
せ
農
政
課
塞

の
確
立
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
（
題
１
１
１
１
内
線
５
１
１
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皆
さ
ん
、
７
月
１
日
か
ら
製
造

物
寅
任
法
（
Ｐ
Ｌ
逵
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

こ
の
法
律
は
、
製
造
物
（
製
品
）

の
欠
陥
に
よ
っ
て
消
費
者
が
身
体

や
財
産
に
捜
害
を
受
け
た
場
合
、

欠
陥
が
あ
る
こ
と
や
掘
害
の
程
度

な
ど
を
証
明
す
れ
ば
製
造
業
者
等

に
対
し
て
楓
害
賠
償
を
求
め
る
こ

と
の
で
き
る
も
の
で
、
消
費
者
に

ご存知ですか［蝋］

製造物責任槻PL"

第11回

園團
植
木
ま
つ
り

４
月
”
日
（
祝
）
帥
日
（
日
）

前
Ⅲ
時
か
ら
午
後
４
時

手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場

私

製
造
物
と
は
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
等
の
電
気
器
具
や
加
工
食
品
、

自
動
車
な
ど
「
製
造
ま
た
は
加
工

さ
れ
た
製
品
」
で
す
。
不
動
産
や

加
工
さ
れ
て
い
な
い
野
菜
や
魚
な

ど
の
一
次
産
品
な
ど
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

と
っ
て
は
被
害
救
済
の
道
を
広
げ

た
も
の
と
し
て
大
き
な
意
義
を
持

つ
も
の
で
す
。

消
渋
者
が
、
正
し
い
取
り
扱
い

方
法
で
製
品
を
使
っ
て
い
る
の
に

製
品
が
原
因
で
け
が
を
し
た
り
、

死
亡
し
た
り
、
火
災
に
な
っ
て
家

屋
が
燃
え
て
し
ま
っ
た
場
合
等
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

損
害
賠
値
の
た
め
に
証
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
は
、
次
の

３
点
で
す
。

①
損
害
が
発
生
し
た
こ
と

②
製
造
物
に
欠
陥
が
あ
っ
た
こ
と

③
掘
害
が
製
造
物
の
欠
陥
に
よ
り

発
生
し
た
こ
と

や

的
広
場
（
小
雨
決
行
）

今
年
も
恒
例
の
植
木
ま
つ
り

を
行
い
ま
す
。

会
場
で
は
、
植
木
や
草
花
を

低
価
格
で
販
売
す
る
ほ
か
、
昨

年
好
評
だ
っ
た
「
い
ち
に
ち
ど

う
ぶ
つ
村
」
や
「
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い
」
な
ど
、
催
し
が

い
っ
ぱ
い
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
連

れ
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
イ
ベ
ン
ト
は
、
天
候
や
実
施

日
に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も
午

今
ま
で
の
民
法
で
は
、
欠
陥
製

品
に
よ
る
捜
害
賠
償
を
求
め
る
場

合
、
製
造
業
者
等
の
過
失
を
被
害

者
が
証
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
過
失
を
証
明
す
る
こ

と
は
、
専
門
知
識
の
無
い
消
費
者

に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
困
難
な
こ

と
で
し
た
が
、
Ｐ
Ｌ
法
で
は
欠
陥

を
証
明
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り

被
害
者
の
立
証
責
任
が
大
幅
に
軽

減
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
欠
陥
と
は
、
製
品
が
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
安
全
性

を
欠
い
て
い
る
こ
と
で
正
し
い

使
用
方
法
を
守
っ
て
い
る
の
に
怪

我
を
し
た
り
火
災
の
原
因
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、
製
造
物
を
引
き
渡
し

た
と
き
の
科
学
・
技
術
で
は
予
見

す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
場
合

や
部
品
・
原
材
料
業
者
が
完
成
品

製
造
業
者
の
指
示
に
し
た
が
っ
た

こ
と
に
よ
り
生
じ
、
過
失
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
な
ど
は
除
外
さ
れ

ま
す
。

１
イ
ベ
ン
ト
－

．
羽
日
（
祝
）

季
第
９
回
花
鍾
コ
ン
ク
ー
ル
。
第

７
回
花
壇
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
（
午
前
、
時
か
ら
）

＆
園
芸
用
は
さ
み
研
ぎ
（
午
前
、

時
か
ら
）
先
着
１
０
０
名
で
１
人

１
丁
。
大
４
０
０
円
、
小
２
０
０

円
（
収
益
は
緑
の
基
金
に
寄
付
）

季
い
ち
に
ち
ど
う
ぶ
つ
村
（
午
前

ｎ
時
か
ら
午
後
４
時
）
雨
天
中
止

＊
ポ
ニ
ー
乗
馬
（
午
前
ｎ
時
か
ら

午
後
０
時
訓
公
午
後
１
時
鋤
分

か
ら
４
時
）
３
歳
か
ら
８
歳
の
ち

び
っ
子
先
着
１
５
０
名
、
無
料

拳
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
（
午

前
１
時
か
ら
）
１
回
”
円

拳
緑
の
ク
イ
ズ
大
会
〈
午
後
２
時

か
ら
）

Ｐ
Ｌ
法
で
は
、
生
命
や
他
の
財

産
に
損
害
を
受
け
た
場
合
、
損
害

賠
侭
の
請
求
が
出
来
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
製
造
物
だ
け

が
破
損
し
た
場
合
に
は
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
テ
レ
ビ

が
火
を
吹
い
て
カ
ー
テ
ン
に
燃
え

移
り
壁
や
カ
ー
テ
ン
が
燃
え
た
と

き
に
は
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
テ
レ

ビ
だ
け
が
燃
え
て
ほ
か
に
被
害
が

無
い
場
合
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
民

法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
釦
日
（
日
）

季
第
二
小
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

（
午
前
、
時
か
ら
）

季
金
魚
す
く
い
（
午
後
１
時
か
ら
）

１
回
釦
円

争
緑
の
ク
イ
ズ
大
会
（
午
後
１
時

か
ら
）

季
ち
び
っ
子
も
ち
つ
き
大
会
（
午

後
２
時
か
ら
）

◎
塑
日
（
祝
）
・
訓
日
（
日
）

拳
花
の
無
料
配
布
（
午
前
、
時
訓

分
か
ら
）
各
日
と
も
先
着
１
５
０

０
名

華
園
芸
相
談
（
随
時
）

冬
第
９
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
参
加

作
品
（
写
真
）
展
示

争
緑
の
基
金
募
金
活
動

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
緑

化
推
進
係
毎
（
理
１
１
１
１

損
害
賠
償
請
求
権
は
、
被
害
者

が
換
害
の
事
実
を
知
っ
た
時
か
ら

３
年
間
請
求
が
行
わ
な
い
場
合
や

製
造
業
者
が
製
造
物
を
引
き
渡
し

て
か
ら
、
年
間
経
過
し
た
場
合
、

時
効
に
よ
り
消
滅
し
ま
す
。
た
だ

し
、
医
薬
品
等
、
長
い
間
に
身
体

に
蓄
歓
し
て
症
状
の
現
わ
れ
る
掴

害
に
つ
い
て
は
症
状
が
現
わ
れ
た

時
点
を
損
害
の
発
生
時
期
と
し
て

い
ま
す
。

Ｐ
Ｌ
法
が
施
行
さ
れ
、
楓
害
賠

侭
請
求
が
出
来
る
と
し
て
も
、
消

識
者
自
身
が
製
造
物
に
よ
る
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
被
害
に
合
わ
な
い

こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

製
品
を
職
入
す
る
と
き
に
は
、
デ

ザ
イ
ン
や
機
能
ば
か
り
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
安
全
性
に
重
点
を
置
き
、

そ
の
製
品
が
持
つ
特
性
を
十
分
に

1

1

’

直

右
０
ｑ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｄｂ

欠
陥
製
品
に
よ
り
被
害
を
被
っ

た
と
き
に
は
、
損
害
賠
侭
請
求
の

と
き
に
欠
陥
や
損
害
の
程
度
を
立

証
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
現
場

の
写
真
を
撮
り
、
事
故
を
起
こ
し

た
製
品
を
保
管
す
る
と
と
も
に
、

で
き
る
だ
け
早
く
消
費
者
相
談
な

ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

識
生
活
係
云
（
題
１
１
１
１

理
解
し
た
う
え
で
選
ぶ
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
取
扱
説
明
響

や
警
告
表
示
は
使
用
前
に
必
ず
よ

く
読
ん
で
正
し
い
使
用
方
法
を
守

り
、
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

５
月
、
日
（
水
）
か
ら
妬
日
（
火
）

ま
で
は
愛
鳥
週
間
宍
ｌ
ド
ウ
ィ

ー
ク
）
で
す
。
我
孫
子
野
鳥
を
守

る
会
や
山
階
鳥
類
研
究
所
、
烏
の

第6回

愛
鳥
週
間
（
バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
）

手
賀
沼
探
烏
会

博
物
館
で
は
探
鳥
会
を
行
い
ま
す
。

手
賀
沼
遊
歩
道
を
小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
野
鳥
を
探
し
、
リ
ー

ダ
ー
が
烏
の
種
類
や
生
態
を
や
さ

し
く
解
説
し
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
方
で
も
大
丈
夫
。
身
近
な
手
黄

沼
で
烏
た
ち
と
親
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
型
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
型

早
春
、
三
月
の
ま
だ
花
の
少
な

い
時
期
に
、
雑
木
林
の
ふ
ち
で
茎

や
葉
を
地
面
に
広
げ
、
黄
色
い
花

を
幾
つ
も
つ
け
た
キ
ジ
ム
シ
ロ
を

見
か
け
ま
し
た
。

キ
ジ
ム
シ
ロ
の
茎
や
葉
に
は
荒

い
毛
が
生
え
、
葉
は
五
～
九
枚
の

小
葉
に
分
れ
て
い
ま
す
。

小
葉
は
頂
き
の
三
枚
だ
け
が
特
に

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

キジムシロ
(ばら科）

、

日
に
延
期
）

▼
行
程
市
役
所
本
館
正
面
玄
関

前
集
合
↓
手
賀
沼
遊
歩
道
↓
山
階

鳥
類
研
究
所
（
全
行
程
約
３
．
５

介
口
）▼

対
象
小
学
生
以
上
の
方

▼
定
員
先
着
１
２
０
名

▼
参
加
蜜
２
０
０
円
（
査
料
代

を
含
む
）

▼
持
参
筆
記
用
具
双
眼
鏡

図
鑑
な
ど

キ
ジ
ム
シ
ロ
と
い
う
名
睦

葉
が
根
元
浄
ら
四
壺
挙
広
が
っ

た
様
子
を
雄
の
座
る
職
に
見
立

て
た
も
の
で
す
。

座
り
よ
き
切
株
さ
が
す
維
藤

富
沢
み
ど
り

似
た
よ
う
な
名
前
に
、
ヘ
ビ

ノ
ネ
ゴ
ザ
と
い
う
、
ン
ダ
植
物
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
蛇
が
寝
る

ご
ざ

御
座
と
い
う
意
味
で
す
。

キ
ジ
ム
シ
ロ
の
花
を
よ
く
み

る
と
五
枚
の
黄
色
い
花
弁
の
下

に
、
五
枚
の
ガ
ク
片
、
そ
の
下

に
五
枚
の
副
ガ
ク
片
と
い
う
も

の
が
あ
り
三
重
榊
造
に
な
っ
て

い
ま
す
。

花
が
終
る
と
、
葉
も
大
き
く

伸
び
て
、
別
の
植
物
と
見
間
違

う
ほ
ど
大
型
に
な
り
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

電
話
で
５
月
辺
日
（
金
）
ま
で
に

烏
の
博
物
館
壷
弱
）
２
２
１
２

へ
。
た
だ
し
４
月
”
日
、
誕
日

５
月
１
日
、
２
日
、
６
日
、
８

日
、
９
日
、
ｍ
日
を
除
く
。

な
お
、
当
日
の
実
施
・
延
期
等

の
問
い
合
わ
せ
は
、
午
前
７
時

犯
分
か
ら
同
博
物
館
へ
。

※
当
日
は
集
合
場
所
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
車
で

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

b

対
象
と
な
る
製
造
物

欠
陥
の
証
明

損
害
賠
償
を

請
求
出
来
る
損
害

損
害
賠
償
請
求
の
期
間

福祉タクシー券

利用 を
づ
』の

1

市
で
は
、
身
体
障
害
者
糖
神
帳
所
持
者
で
程
度
が
⑧
、
④

２
１
２

薄
弱
者
の
方
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
⑧
、
Ａ
、
Ａ
の
方

す
る
場
合
、
料
金
の
一
部
を
補
助
▼
発
行
枚
数
１
か
月
４
枚
、

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
（
た
だ
し
人
エ
透
析
で
通
院
し

用
く
だ
さ
い
。
・
て
い
る
方
は
１
か
月
８
枚
）

▼
対
象
①
身
体
障
害
者
手
帳
所
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

持
者
で
等
級
が
１
．
２
級
の
方
電
話
で
障
害
福
祉
課
垂
弱
）
１

②
糖
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
で
垂
１
１
１
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

度
と
診
断
さ
れ
た
方
③
療
育
手
云
（
理
１
１
５
８
へ

製
造
物
に

事
故
防

よ
る

止
を

行
楽
期
の
防
犯
運
動
実
施

春
の
行
楽
期
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
（
一
つ
の
ド
ア
に
二
つ
以
上
の
力
に
カ
ギ
を
２
つ
か
け
る
よ
う
に

ウ
ィ
ー
ク
に
は
家
族
そ
ろ
っ
ギ
を
）
し
ま
し
ょ
う
）

て
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
＊
留
守
に
す
る
と
き
は
、
お
隣
り
＊
自
転
車
防
犯
登
録
を
し
て
お

留
守
家
庭
を
狙
っ
た
ド
ロ
ボ
ウ
に
声
を
か
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
き
ま
し
ょ
う

や
空
き
巣
、
屋
外
で
の
乗
物
の
◎
自
動
車
盗
の
防
止
＊
路
上
に
放
澄
せ
ず
、
駐
輪
場

盗
難
が
増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
＊
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
必
ず
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

り
ま
す
。
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
ま
た
、
一
あ
時
期
は
自
転
車

こ
う
し
た
被
害
に
合
わ
な
い
＊
道
路
や
空
地
に
長
時
間
の
駐
車
の
事
故
も
増
加
し
ま
す
。
自
転

た
め
に
、
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
は
や
め
ま
し
ょ
う

車
の
二
人
乗
り
や
道
路
で
の
競

ぐ
る
み
で
「
カ
ギ
」
か
け
運
動
◎
オ
ー
ト
バ
イ
。
自
転
車
盗
の
防
争
、
飛
び
出
し
を
し
な
い
よ
う

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

止

◎
侵
入
盗
の
防
止
＊
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
文
を
し
、
チ
ェ
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察

＊
必
ず
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
Ｉ
ン
錠
を
か
け
ま
し
ょ
う
（
１
台
署
垂
（
理
）
０
１
１
０

欠
陥
製
品
に
よ
り

損
害
を
被
っ
た
と
き
に
は
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シ日時5月から毎月第3土曜日世期間・派遣先10月17日(火)か

午前10時30分から午後1時30分ら10月26日(木)、中華人民共和国

（ 全 5 回 ） 世 参 加 費 6 万 円

し場所湖北地区公民館し対象・定員昭和41年4月1日

し参加費3500円(材料費含む）から50年10月17日に生まれた県内

し対象・定員5回すべて出席で在住者、300名（選考により決定）

きる男性、先着20名傷募集期間4月20日(木)から5

レ申し込み・問い合わせ電話で月31日(水)まで

社会福祉協議会恋(84)1539へ※応募方法等、詳しくは県教育庁

。！

己

社会教育課壷043(223)4070へ

a 回国回
市役所内の銀行（干葉銀行我孫し練習日毎週火曜日午前9時か

ら11時。木曜日午後1時から3時 世募集内容①昭和20年当時の引子市役所派出所）の市税、手数料

修日時5月9日(火)午前9時受シ場所市民体育館き揚げ|こ関する写真、資料②引き等の取り扱い時間が、5月1日

付、9時30分試合開始伝会費月額2500円（週2回）、揚げ体験者、援護局従事者の手記（月）から変更になります。

仁固時5月13日(土)午前9時30伝場所市民体育館1300円（週1回）、入会金1000円（400字詰め原稿用紙を使用）似取扱時間午前9時から午後4

分から午後0時30分(学樹木業日）し種目ランク別シングル（Aかシ問い合わせ山本壷(88)5030少応募期限5月31日(水）時（ただし、土・日曜日、祝日等

し場所湖北地区公民館らり）リーグ戦後トーナメント戦 し送付先・問い合わせ〒759-41は除く）なお、午前8時30分から

シ内容手作りケーキ・プリン 少参加資格市内在住の家庭婦人 山口県長門市東深川1339の2長門9時、午後4時から5時までは、

彦対象・定員小学生、先着30名抄参加費1人500円修練習日毎週日曜日、高校生以市役所商工観光課壷0837(23)1137市役所各担当課で取り扱います。

国國･国
伝持参エプロン、三角巾、台ふ伝申し込み・問い合わせ現金書上…午前10時30分から正午、小． し問い合わせ財政課壷(85)1111

きん(2枚)、タツパー(2個）留で住所、氏名、電話番号、団体中学生…午前8時30分から10時

少参加愛500円（材総膿雷含む）名、ランク別を明記し、4月21日伝場所並木小学校体育館

シ申､し込み・問い合わせ電話で（金・必着）までに天王台2の8伝会費高校生以上…月額2500円、 柏レイソルの試合を観戦にお出

湖北地区公民館r子どもクッキンの15桑江芳子盆(84)5559へ小・中学生…月額2000円r我孫子の史跡を訪ねる」の改かけの際は、駐車場がありません

グ」係毎(88)4433へ 惨問い合わせ吉岡壷(84)2577訂版を好評発売中です｡わが郷土・ので、マイカーの利用はさけて、

我孫子の史跡を網羅した－冊、ぜ電車・バスをご利用くださ’い。

修日時4月29日(祝)から5月2 ひ、ご活用く だ さ い 。 シ 問 い 合 わ せ 日 立 柏 サ ッ カ ー 場

傍目時4月23日(日)午後1時か日(火)午前10時から午後5時（たシ練習日毎週日曜日午前8時45少発売所市内書店、市史編さん盆(64)4114

⑬⑤⑨圃息
ら2時30分（参加無料）だし、2日は午後4時ま で ） 分 か ら 1 0 時 3 0 分 室 ( B 6 版 、 1 5 0 ペ ー ジ 、800円）

シ内容講演r地域を語る過去シ場所市民プラザ（入場無料）し場所湖北小学校体育館シ問い合わせ教育委員会市史編

の災害から」講師湯下正雄氏惨問い合わせ鈴木壷〔82)0900伝対象小学生さん室査(85)1151▼我孫子ガス(株)様から消防本部

シ定員先着150名 シ会費6か月7000円（入会金20 にと携帯無線機4台(100万円相当）

桜場所・問い合わせ天王台北近 00円） の寄贈がありました。

隣センター金(82)9988廿曰時4月29日(祝)午前10時30戸問い合わせ日高壷(88)3870市民プラザでは、パソコンの機▼社会福祉事業基金|こと津田尚様

種やソフトについての無料相談を（緑)から30万円、まごしん愛の蟇

行っています。ご利用ください。金会様から1万2330円の寄付があ

分開演（入場無料）
P

腰場所市民会館
毛戸一一一竜一

し日時4月23日(日)午前5時か侵問い合わせ中野盆(88)1791し練習日・場所毎週木曜日午後伝相談日毎月第4金曜日午前10りました。

ら9時受付、午後2時までに検垂 6 時 か ら 8 時 、 布 佐 中 学 校 体 育 館 時 から正午▼根戸グリーンタウン自治会様か

し対象・定員市内在住・在学のけ場所・問い合わせ市民ブラザら社会福祉協議会へ福祉のために〔雨天決行）

し場所北部手賀沼一帯（受付．慢日時・場所4月29日(祝）・30小・中学生、15名壷(83)2111と1万3000円の寄付がありました。

検量は手賀沼公園内大会本部）日(日)午前9時から午後5時戸会費月額1000円
〃日曜当番医＝テレホンサービス毒家庭の日

伝対象 どなたでも参加で き ま す ＞ 場 所 井 手 口 ホ ー ル (入場無料）し申し込み・問い合わせ電話で
‘夢休日敷急歯科診霞日=休日救急歯科診鰻所(而民会罷内)9:冊~11:30

し審査方法大人の部と少年の部伝問い合わせ我孫子東洋蘭友の飯塚盆(89)2895へ ‘蚕結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00

篭(中学生以下）に分けて審査会秋坂s(88)2339

I惨参加費300円(少年の部100円）
文化議会｢自然ということ」 ４

月
し問い合わせ杉本毎(82)2001

廿曰時・場所5月7日(日)午後での毎週木曜日(5月25日を除く）

2時、市民会館（入場無料）午後1時から3時30分(参加無料）
とうた

し講師金子兜太氏（現代俳句協シ場所県立柏の葉公園

霧
；し日時5月1‘6日(火)午前9時

’し場 所市 民体育館会会長）し対象・定員運動習慣がなく体

鯵種目ランク別ダブルス（1か伝問い合わせ我孫子の文化を守力に自信のない方、先着30名

…
《

ら4部）る会兵藤登(82)7211シ申し込み．問い合わせ電話で

シ参加糞格市内在住の家庭婦人 柏保健所保健指導課云(67)1255へ

伝参加愛1人900円

シ申し込み．問い合わせハガキ修日時。場所4月19日(水)午後ﾄ

に2人の住所氏名、電話番号、0時30分開場柏市民文化会館少日程6月5日から7月10日ま
ﾗﾝｸを明記し、5月7日(日・修内容講演…此童照夫氏(読擬′での毎週月.火.木.金曜円

りゅう､吟う

必着）までにつくし野5の7の5大学教授）、実践報告し場所県女性就業援助センター
山口和子盃(85)2962へシ定員先着1500名（参加無料）シ対象・定員技術を身につけ就

し申し込み．問い合わせ電話で職を希望する女性、先着30名

エコピユアあびこ盃(84)6840へ歩受講料無料（教材費は実費）
．
０
う
５

畷
期
認

８
廷
男

》
《
一

躍
雫
輌
》

圓回回国
シ申し込み・問い合わせ本人が

ハガキと印鑑を持参し、5月10日

（水）・11日(木)までに直接、干葉

市中央区千葉港4の3県女性就業甲
屯

陵日時5月から平成8年3月ま

での毎月第2・第4水曜日午後1

時30分から3時30分（参加無料）

し場所寿市民センター(ただし、

場所が確保された場合に限る）

し対象講座修了後、声のボラン

ティアとして活動できる方

し定員先着30名

し申し込み・問い合わせ電話で

ボランティアセンター公(85)5233

へ（土・円曜日、祝日は除く）

援助センター壷043(247)8541へ

… 諏言1ルによる7回ゲーム）
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’3石鳴志康念(82)9713へ

高齢化社会にむけて・中高年
男性のための料理教室参加者

さわやかハートクルーズ
セ ミナー参加者

毒ガｽ事件にご注意を
電車内やホーム等で不審な物を

見つけたら、①触らない②人を近

づけない⑧警察に通報するの3点

を守りましょう。また、毒ガス事

件について情報をお持ちの方は、

どんな情報でもお知らせください。

＝我孫子警察署盃(82)0110＝

バドミントンクラブ
「ラビット」会 員

市役所内銀行派出所の
公金取扱時間が変更に海外引き揚げ50周年

写真・資 料・手記

家庭婦人卓球大会

子どもｸｯｷﾝ（学搬5日制
関連行事）

ﾘﾄﾙ,ｶﾗﾃｸﾗ会員

柏
公

レイソル日立サツ
共交通機関の

力一場へは
ご利用を｢我孫子の史跡を訪ねる」I

改 訂 版 好評発売中

第6回美術家協会展
天王台北
近隣ｾンターｵー プﾝ記念祭 湖北剣友会会員

市民ブﾗザパｿｺﾝ相談第15回民謡｡民舞鑑賞会

馴回獅子伽I鮪り蛾 布佐柔道クラブ生徒

工 ビネ展

16⑧

17月

18火

19水

20木

21金

22土

Zろ⑧

24月

25火

26水

27木

28金

ZO①

ろ⑪⑧

K蚕消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
毎心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00
毎市民図書館・鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

隠罫法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）．

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

”健康相談＝つつじ荘13:30～14:30
‘夢-市民プラザ休館

〃税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

〃酒害相談＝保健センター13:30～15:00

・市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

‐休日救急歯科層療日=休日救急歯科診鰯所(市民会館内)9:00~11：30

厘蚕人#掴・行政相暎＝市民相醗室10:00～15:00
g＝心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
K垂市民体育館・市民図書館・馬の博物館休館
g蚕つつじ荘．四壱画面皿ヒンター休館

”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
K夛水道料金納入期限＝預余口座振替日

”つつじ荘・西部福祉センター休館

〔引手消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

”アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

〔季国民年金保険料納期限＝口座振替円

《夢･休円当審医＝テレホンサ七一ビス

＝休日救怠歯科診惑日＝休日救急櫓科診碩所(市民会囲内)9:00～11:釦
〃市役所閉庁(一部の施設は除く）
＝市民図奮館・つつじ荘・西部福祉センター休館

〃日曜当番医＝テレホンサービス
〃休日救急歯科診腰日=休日敷急歯科診恩所(市民会館内)9:00~11:30

らくらく’ｳｵー ｷ

第15回
罰琶鳥人バドﾐﾝﾄﾝ大会

ロ

議会｢EM菌による熊靴」
女性就業技術講習会
「老人介護科」受講者

ソフトテニス我
(県民大会

孫子選手権大会
一次予選）

~－

視覚障害者のための声のボラ
ンティア新人養成講座生

丁|ノ爪ソ ｵービｽ念(85)1313


